
JP 2011-253808 A5 2014.6.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年6月19日(2014.6.19)

【公開番号】特開2011-253808(P2011-253808A)
【公開日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2011-050
【出願番号】特願2011-113792(P2011-113792)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ３４０　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月7日(2014.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの列（１８）の紫外線ＬＥＤを備えた硬化組立体であって、
　前記列（１８）を部分的に包囲する長尺反射面を有し、開口部を備え、基板上の被覆を
硬化するために前記開口部から照射される放射線を受ける位置に支持された基板に向かっ
て放射線を照射する反射部（４）と、
　前記列（１８）と前記開口部との間に設けられたレンズ（２４）と、を備え、
　前記反射面と前記レンズとは、前記基板を支持する位置に共通の焦点を有することを特
徴とする紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項２】
　前記反射面は第２焦点を備えると共に、前記列（１８）は前記第２焦点に配置されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項３】
　前記反射面は、前記レンズ（２４）を通じない放射線の反射を最大にし、前記レンズ（
２４）に逆に反射される放射線の量を最小にするように形成されて配置されることを特徴
とする請求項１又は２に記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項４】
　前記レンズ（２４）は、円柱状のロッドからなることを特徴とする請求項１～３のいず
れかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項５】
　前記レンズ（２４）は、断面半円のロッドからなることを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項６】
　前記ロッドは、石英で形成されることを特徴とする請求項４又は５に記載の紫外線ＬＥ
Ｄ硬化組立体。
【請求項７】
　前記レンズ（２４）は、前記基板を支持する位置で放射線を焦点に集めるために配置さ
れた収束レンズからなることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の紫外線ＬＥＤ
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硬化組立体。
【請求項８】
　前記ＬＥＤ（２８）は、外側領域の前記ＬＥＤがそれ以外の前記ＬＥＤよりも接近する
ように配置されることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化組
立体。
【請求項９】
　前記ＬＥＤ（２８）は、前記ＬＥＤがそれ以外の前記ＬＥＤに対して回転する中心領域
を有するように配置されることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の紫外線ＬＥ
Ｄ硬化組立体。
【請求項１０】
　前記中心領域にある前記ＬＥＤ（２８）は、それ以外の前記ＬＥＤに対して４５度回転
することを特徴とする請求項９に記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項１１】
　前記中心領域にある前記ＬＥＤ（２８）は、それ以外の前記ＬＥＤよりも間隔を置いて
配置されていることを特徴とする請求項９又は１０に記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項１２】
　前記ＬＥＤ（２８）は、１５～５０％の充填密度を有することを特徴とする請求項１～
１１のいずれかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項１３】
　前記ＬＥＤ（２８）は、２０～３８％の充填密度を有することを特徴とする請求項１～
１１のいずれかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項１４】
　前記ＬＥＤ（２８）は、水冷回路基板（３０）に取り付けられることを特徴とする請求
項１～１３のいずれかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化組立体。
【請求項１５】
　さらに、前記開口部を通じて照射される放射線を受ける位置で基板を支持するための基
板支持部を備えることを特徴とする請求項１～１４のいずれかに記載の紫外線ＬＥＤ硬化
組立体。
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